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リックス構造を取ることが知られている Ala と Aib の交互配列 16 量体を用い、発色基
京都大学 博士（工学） 氏名 宇治 広隆 
としてポルフィリンを C 末端に、ジスルフィド基を N 末端に導入した分子を合成し、




























抑制について検討している。Ala と Aib の交互配列からなるヘリックスペプチドの C
末端に剛直な骨格を有するオリゴフェニレンエチニレン(OPE)を発色基として導入し、
N 末端に導入したジスルフィド基を介して金基板上に SAM を調製している。OPE 部位に
は、電子供与基(D)と電子受容基(A)を導入することで、D-π-A 型の OPE を設計している。
金基板へのエネルギー移動の機構には 2 つあり、Förster 型のエネルギー移動を抑制す
るには、発色基を垂直配向させることにより、ダイポールダイポール相互作用を小さ
くすることで、Dexter 型のエネルギー移動を抑制するには、同様に、発色基を垂直配
向させることで、OPE の D 部位に局在化する HOMO 軌道を金基板から離すことで、いず









































なお、本論文は、京都大学学位規程第 14 条第 2 項に該当するものと判断し、公表に際し
ては、当該論文の全文に代えてその内容を要約したものとすることを認める。 
 
 
